
 
平成29 年度 横浜市立宮谷小学校 学校だより １月号 

み  や  が  や 

 

 

＜学校教育目標＞ 

響き合う豊かな学びの中で自分を見つめ互いに思いやる子を育てます 

【知】 学び合う楽しさを知り、問題解決に向け主体的に取り組む子を育てます。【学び合い】 

【徳】 社会や学校のきまりを守り、やさしく思いやりのある子を育てます。【思い合い】 

【体】 お互いの生命と体を大切にし、生涯を通してよりよく健康な生活ができる子を育てます。【気づき合い】 

【公・開】さまざまな人々と豊かなかかわり合いを大切にしながら、わたしたちのまちに誇りをもって生活する子を育てます。 

【かかわり合い】 

 

今ここから始まる未来と自分は変えられる 
学校長 奈良輪 孝雄 

 

 平成３０年の始まりです。今ここから始まる未来がどのような年になるのか、期待でいっぱいです。子どもたち

にとって、素晴らしい年になることを願ってやみません。 

 平成２９年はみなさんにとってどのような年だったでしょうか。私自身、嬉しいことも多くありましたが、悲しいこと

も、大きな悩みもたくさんありました。「あの時、こうしていれば・・・」と後悔することもあるのですが、嘆いたり後悔

したりしたりばかりでは解決はしません。反省し次の行動に生かすことは必須ですが、その出来事は既に過去

であるので、万能の人であっても取り返すことは不可能です。過去は過去として整理し、今自分にできることは

何かを考え、前向きに生きていこうと考えています。今の一瞬一瞬は、瞬く間に過去になっていきます。今何も

しなければ、何も変わりません。逆に今何かすることで、未来を変えることができるのです。今すべきことは何な

のか・・・。他者の話に耳を傾けること、話し合うこと、理解し合うこと、思いやること、知識を得ること、考える力

をつけること、まず行動すること・・・。このことによって、それまでよりも賢い自分になり、人の役に立つ自分を創

り上げていくことができるのです。相手にこうして欲しい、こうあって貰いたいと思い、念じても、その通りにならな

いのが世の常です。教育は「人格の完成」を目指しています。それは、『決められたことを決められた通りに勉

強させる』など教師の思い通りに子どもを変えていくことではありません。子ども自身の自ら人生を切り拓いてい

く力を信じ、支援していくことが大切であると思っています。その為に、子どもを教育する教師自らが常に研究と

修養していくことが求められているのです。自分の意志で考え方を変え、態度を改め、行動を変え、習慣を変

えることによって、未来と自分をより良くすることができるのです。だからこそ、これからの社会の未来を創る子ど

もたちが、自分をより良い方向に成長させていくことを支援していきたいと思います。 
 本年度も、家族の皆様、地域の皆様、関係機関の皆様のお力添えをいただき、宮谷小学校の子どもたち

が自分自身で人生を切り拓き、幸せな人生を歩めるように職員一同全力で教育活動をしてまいります。その

為には、まず、変えることができる自分を成長させていこうと思います。日々勉強です。 
  

子どもたちの未来のために、皆様方の御理解・御協力を賜りますようお願い申し上げます。皆様にとりまし

て、幸せな年となりますことを願っております。 
   

エリック・バーン （カナダの心理学者）  

 Past and others can not be changed.  

However, now the future and your starting from here is changed.  

過去と他人は変えられない。しかし、今ここから始まる未来と自分は変えられる。 



 

 


